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令和₂年 5月 1日� （2）

庁舎建設 

12億3410万円を見込む
会期

3月3日から
13日

実施設計と庁舎建設の事業費16億2268万円に対し14億6030万円を起債。起債に対する国からの補填
を除いた10億9550万円は、今後30年かけて償還していく。

民生費
○医療給付・介護支援
 9億757万円
○児童手当
 1億6390万円

総務費
○一般管理費
 16億2495万円

衛生費
○各種検診や斎場に
 2億7288万円
○ゴミ処理に
 1億7660万円

農林水産業費
○農業費 6億1588万円
○水産業費 3262万円
○林業費（松くい虫防除等） 4013万円

商工費
○観光費 1億6489万円
○商工振興に
 5057万円

教育費
○小学校費
 1億4480万円
○中学校費
 9121万円

土木費
○道路補修や除雪に
 3億4671万円

消防費
○常備消防に
 ２億1730万円
○消防団に
 5966万円

公債費
○起債償還元金 8億1500万円
○利子 5050万円

議会費
○内 議員報酬
 3433万円

民生費
22.2％

20億1689万円

民生費
22.2％

20億1689万円

総務費
25.4％

23億646万円

衛生費
5.2％

4億7648万円

農林水産業費
7.8％

7億435万円

商工費
5.3％

4億8077万円

土木費
10.5％

9億5471万円

消防費 4.3％
３億9076万円

教育費 8.4％
7億6093万円

公債費
9.5％

8億6550万円

その他 0.4％
3858万円

議会費 1.0％
9057万円

歳 出
90億8600万円

内 庁舎建設費
12億3410万円（ ）

令和２年度各種会計予算
会計区分 一般会計 特別会計

国民健康保険 介護保険 後期高齢者 公共下水道 地域集落排水

予算額 90億8600万円 43億2520万円 14億8200万円 19億3300万円 1億9420万円 6億2300万円 9300万円

前年度比 ＋7億400万円 −1億4180万円 −300万円 ＋1700万円 ＋2320万円 −1億7300万円 −600万円

3月定例会
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（3）� 遊佐町議会だより

これまでの最高 
平成９年度に迫る大型予算

繰入金
特別会計や
基金からの繰入
前年度比
+1億2544万円

その他
自主財源
産業立地貸付金収入
やふるさと納税
寄附金など
前年度比
+3813万円

町債
国や金融機関からの借入金
前年度比　＋2億2330万円

国・県支出金
国や県からの補助金
前年度比
+9768万円

地方交付税
行政格差をなくすために
国が交付
前年度比
＋7964万円

その他依存財源
地方譲与税や地方消費税交付金
前年度比　＋6228万円

町税　
町民税や固定資産税
前年度比　＋7753万円

町税
14.8％

13億4906万円

その他自主財源 6.0％
5億3535万円

町債
18.2％

16億5460万円

町債
18.2％

16億5460万円
地方交付税

34.0％
30億8816万円

国・県支出金
14.2％

12億8486万円

その他依存財源4.3％
4億66万円

歳 入
90億8600万円

自主財源
（町で集めるお金）

29.3%

依存財源
（国・県・借入金に
頼るお金）
70.7%

繰入金 8.5％
7億7331万円

各課の予算要求が、元年度より6～7億円ほど多いため、10％カットから予算編成にあたったとのこと
だが、一般会計では元年度より7億400万円多い90億8600万円という平成9年度予算（91億5100万円）
に迫る大型予算となった。国からの「働き方改革」により、人件費が多くかかることもあるが、何より
新庁舎建設が大きく影響した。新型コロナウイルスによる今の情勢では建設費の増高が気にかかる。

水道事業会計 町債の推移（一般会計）
（収益的収入及び支出） ※国からの地方交付税により充当されるものを含む

会計区分 収　　入 支　　出

予算額 4億187万円 3億7646万円

前年度比 −4450万円 −5927万円

地方債残高 償還額
28年度 81億1176万円 7億3965万円
29年度 81億3612万円 8億8323万円
30年度 81億4884万円 6億8518万円
元年度 （見込み） 89億1739万円 7億2873万円
２年度 （見込み） 97億7308万円 （見込み）   7億9891万円

令和2年度

予算
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新
た
に
始
ま
る
町
税

等
の
収
納
制
度
と
は

本
間
　
知
広 

委
員

問　

令
和
２
年
度
の
施
政
方

針
に
「
２
年
度
か
ら
は
、
郵

便
局
で
の
窓
口
収
納
と
コ
ン

ビ
ニ
収
納
を
始
め
ま
す
。」

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
制
度
な
の
か
。

　

ま
た
そ
の
制
度
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
利
便
性
が
考
え

ら
れ
る
の
か
。

町
民
課
長

令和２年度予算質疑
３月 12 日・13 日予算審査特別委員会

委 員 長　菅原　和幸
副委員長　佐藤　光保

令和２年度の一般会計予算と特別会計予算5件、水道事業会計予算
1件を原案のとおり可決。

答　

今
後
、
町
税
等
（
町
税
、

月
光
川
水
害
予
防
組
合
費
、

保
険
料
、
水
道
料
、
保
育
料
、

住
宅
使
用
料
）
の
納
付
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
納
付
方
法

に
加
え
て
コ
ン
ビ
ニ
納
付

（
全
国
の
契
約
コ
ン
ビ
ニ
）、

郵
便
局（
簡
易
郵
便
局
含
む
）

で
の
窓
口
納
付（
東
北
管
内
）

が
可
能
に
な
り
、
現
在
よ
り

窓
口
数
が
多
く
な
り
窓
口
納

付
の
利
便
性
は
向
上
す
る
。

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

　
　
　
促
進
事
業
は

佐
藤
俊
太
郎 

委
員

企
画
課
長

問　

少
子
化
に
よ
る
町
の
人

口
減
少
対
策
の
一
環
で
あ
る

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
事
業
で
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
、
人

口
増
の
た
め
の
新
た
な
施
策

は
。

答　

令
和
元
年
度
の
町
内
へ

の
移
住
実
績
は
、
２
月
末
現

在
で
13
組
31
人
と
な
っ
て
い
る
。

コンビニ・郵便局でも
納付できます

「
計
画
行
政
」は
本
当
か

齋
藤
　
　
武 

委
員

問　

複
数
年
計
画
で
整
備
中

の
町
道
杉
沢
本
線
の
舗
装
工

事
費
と
、
畑
西
線
の
改
良
工

事
費
が
、
担
当
課
の
要
求
額

か
ら
大
き
く
削
減
さ
れ
た
。

　

理
由
が
不
明
瞭
で
あ
り
、

時
田
町
政
が
か
か
げ
る
「
計

画
行
政
」
に
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。

総
務
課
長

答　

当
初
予
算
の
編
成
に

当
っ
て
は
、
極
め
て
厳
し
い

経
済
情
勢
の
な
か
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
財
源
を
確
保
し
、
町
民
の

安
全
・
安
心
と
地
域
経
済
を

支
え
て
い
く
と
い
う
基
本
的

な
考
え
の
も
と
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
制
度
や
大
型
事
業
等

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
通
常

経
費
の
10
％
削
減
を
め
ざ
し
、

事
業
に
つ
い
て
も
そ
の
効
果

を
も
う
一
度
確
認
し
な
が
ら
、

予
算
編
成
に
当
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
願
い
た
い
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

名
称
は

赤
塚
　
英
一 

委
員

企
画
課
長

問　

日
沿
道
の
開
通
予
定
が

公
表
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
計
画

も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
以

下
「
Ｉ
Ｃ
」）
の
名
称
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

酒
田
河
川
国
道
事
務
所

か
ら
の
情
報
提
供
で
は
、
Ｉ

Ｃ
の
名
称
は
原
則
と
し
て
所

在
す
る
市
町
村
名
の
後
に
Ｉ

Ｃ
等
を
付
す
な
ど
の
ル
ー
ル

が
あ
る
。

大
事
業
を
ひ
か
え

職
員
の
配
置
は

髙
橋
　
冠
治 

委
員

総
務
課
長

問　

令
和
２
年
４
月
か
ら
臨

答　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
よ
り
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
と

も
な
い
、
会
計
年
度
任
用
職

員
が
一
般
職
の
地
方
公
務
員
と

し
て
明
確
に
整
理
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
あ
る
程
度
町
職
員
の

業
務
を
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
想
定
さ
れ
る

大
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
よ
り
「
Ｐ※

Ａ
Ｔ
整
備
推

進
室
」
を
立
上
げ
対
応
す
る

な
ど
、
適
宜
人
員
の
配
置
を

検
討
し
て
い
く
。

※
P
A
T
と
は
…
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

タ
ウ
ン
の
略
。
高
速
道
路
へ
休
憩
施

設
と
し
て
、
新
た
な
「
道
の
駅
」
を

町
で
検
討
し
て
い
る
。

時
職
員
等
に
か
わ
り
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
施
行
さ

れ
、
待
遇
も
改
善
さ
れ
る
。

　

一
方
、
町
職
員
は
業
務
量

に
対
し
恒
常
的
に
足
り
な
い
。

今
後
大
き
な
事
業
を
ひ
か
え

業
務
内
容
の
改
善
は
。

　

移
住
を
検
討
し
て
い
る
方

は
借
家
物
件
の
希
望
が
多
い

た
め
、
集
落
支
援
員
等
関
係

者
と
連
携
し
、
空
き
家
バ
ン

ク
新
規
登
録
物
件
の
確
保
に

努
力
す
る
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
円
滑

な
集
落
受
入
・
定
着
を
推
進

す
る
た
め
に
、
移
住
者
を
受

け
入
れ
る
集
落
に
報
奨
金
を

交
付
す
る
事
業
を
予
定
し
て

い
る
。
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（5）� 遊佐町議会だより

公
園
再
整
備
計
画
と
は

那
須
　
正
幸 

委
員

地
域
生
活
課
長

問　

平
成
25
年
か
ら
公
園
の

遊
具
整
備
を
行
い
令
和
２
年

答　

公
園
再
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
こ
れ
ま
で
「
遊
ぽ
っ

と
」
等
の
遊
具
整
備
を
行
っ

て
き
た
。
最
終
年
度
と
な
る

令
和
２
年
度
は
、「
下
野
沢

や
す
ら
ぎ
公
園
」
の
ブ
ラ
ン

コ
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
・
鉄

棒
等
の
更
新
を
す
る
。

　

遊
具
は
定
期
的
に
点
検
を

実
施
し
て
お
り
、
ケ
ガ
等
の

給
食
費
の
値
上
げ
は

佐
藤
　
光
保 

委
員

教
育
課
長

問　

令
和
２
年
度
か
ら
給
食

費
を
、
小
学
校
は
10
円
、
中

学
校
は
20
円
の
値
上
げ
で
保

護
者
の
負
担
が
増
加
す
る
。

　

令
和
元
年
10
月
の
消
費
税

引
上
げ
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
町
民
が

苦
難
に
直
面
し
て
い
る
と
き

こ
れ
に
寄
り
添
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

給
食
費
は
、
材
料
代
の

み
の
負
担
で
平
成
26
年
度
か

ら
現
在
の
価
格
を
維
持
し
て

き
た
。
食
材
等
の
値
上
げ
に

よ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
摂
取

す
べ
き
栄
養
価
を
確
保
で
き

な
い
と
の
判
断
で
止
む
を
得

ず
値
上
げ
と
な
っ
た
。

　

経
済
的
に
負
担
が
困
難
な

家
庭
に
は
、
就
学
援
助
と
い

う
制
度
も
あ
る
た
め
、
値
上

げ
分
を
町
で
補
て
ん
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

岩ガキ増殖に期待

鳥海山をキャンバスに遊べ
（下野沢やすらぎ公園）

岩
ガ
キ
の
増
殖
を

阿
部
　
満
吉 

委
員

産
業
課
長

問　

岩
ガ
キ
を
筆
頭
に
磯・

も・

の・

の
資
源
は
危
機
的
状
況
を

む
か
え
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
予
算
に
お
け

る
、
漁
業
後
継
者
を
含
め
た

水
産
業
の
支
援
で
、
岩
ガ
キ

増
殖
礁
設
置
と
藻
場
再
生
事

業
の
内
容
は
。

答　

岩
ガ
キ
の
増
殖
礁
は
、

滝
ノ
浦
集
落
と
女
鹿
集
落
の

境
界
付
近
の
海
岸
線
に
、
20

ｔ
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
２
０
０

個
以
上
を
設
置
す
る
。

　

藻
場
造
成
事
業
は
、
女
鹿

集
落
北
端
の
海
岸
線
に
、
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
と
生※

物
共
生
型

ブ
ロ
ッ
ク
を
配
置
し
、
磯
焼

け
対
策
と
し
て
ア
カ
モ
ク
等

の
再
生
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

※
生
物
共
生
型
ブ
ロ
ッ
ク
…
石
炭
灰

等
を
練
り
こ
ん
で
、
海
藻
な
ど
を
増

殖
さ
せ
る
ブ
ロ
ッ
ク
。

合
併
浄
化
槽
設
置補助

金

斎
藤
弥
志
夫 

委
員

地
域
生
活
課
長

問　

合
併
浄
化
槽
設
置
の
際
、

他
の
市
町
と
同
じ
く
ら
い
の

補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、

設
置
率
が
か
な
り
低
い
。

　

設
置
率
向
上
の
た
め
に
目

新
し
い
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

答　

合
併
浄
化
槽
設
置
の
対

象
集
落
は
20
集
落
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
31
年
３
月
末
現

在
の
設
置
率
は
、
37
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。
補
助
金
は
、

５
人
槽
の
場
合
、
74
万�

４
０
０
０
円
、
７
人
槽
の
場

合
、
93
万
２
０
０
０
円
交
付

さ
れ
る
。

　

今
後
も
対
象
者
に
補
助
金

制
度
を
お
知
ら
せ
し
、
設
置

率
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　

そ
の
た
め
、
過
去
の
議
会

で
名
称
案
の
公
募
を
検
討
す

る
と
し
て
い
た
が
、
公
募
は

取
り
や
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。　

　

国
交
省
よ
り
Ｉ
Ｃ
名
称
案

の
意
見
照
会
が
あ
る
と
の
こ

と
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
仮
称

で
使
用
し
て
き
た
町
民
に
馴

染
み
の
あ
る
名
称
を
求
め
て

い
き
た
い
。

度
で
は
１
４
５
０
万
円
の
工

事
と
な
り
最
終
年
度
と
な
る
。

　

遊
具
の
管
理
体
制
と
ケ
ガ

を
し
た
時
の
補
償
は
ど
こ
の

管
轄
に
な
る
の
か
。

対
応
に
つ
い
て
は
、「
全
国

町
村
会
総
合
賠
償
保
障
保

険
」
に
加
入
し
て
い
る
。



令和₂年 5月 1日� （6）

一般質問 3月5日・6日
11議員登壇

町の事業と課題を問う

入
札
情
報
を

　
　
　
分
か
り
や
す
く
公
表
せ
よ

齋
さい
藤
とう
　　武

たけし

議員

公
表
は
広
報
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

町長

問　

入
札
情
報
の
公
表
は
、

入
札
執
行
を
事
後
検
証
す
る

た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

　

公
共
工
事
な
ど
の
入
札
で

は
、
入
札
参
加
者
ご
と
の
入

札
金
額
な
ど「
入
札
の
経
過
」

は
入
札
適
正
化
法
で
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
そ
の
際
、
国
は
透
明
性
向

上
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
積
極
的
活
用
を
求

め
て
い
る
。

　

町
で
は
こ
れ
ら
の
情
報
を

閲
覧
で
き
る
が
謄
写
は
不
可

能
で
、
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
の
情
報
は
断
片
的

で
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　

町
長
は
令
和
２
年
度
の
施

政
方
針
で
「
情
報
の
公
開
と

共
有
を
基
本
に
」
し
た
い
と

述
べ
て
い
る
。
直
ち
に
こ
の

通
り
に
実
践
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

臂
曲
地
区
の
岩
石
採
取
控
訴
審

と
水
循
環
の
保
全

町
長　

町
が
行
う
公
共
工
事

は
、「
遊
佐
町
公
共
工
事
の
入

札
及
び
契
約
の
適
正
化
に
係

る
事
務
取
扱
規
程
」
等
に
よ

り
、
適
正
化
に
努
め
て
い
る
。

　

入
札
情
報
の
公
表
は
、
事

務
取
扱
規
程
第
21
条
、「
工

事
等
入
札
及
び
契
約
状
況
報

告
書
」
に
よ
り
、
予
定
価
格

に
か
か
わ
ら
ず
入
札
執
行
さ

れ
た
全
て
の
案
件
に
つ
い
て
、

直
ち
に
、閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
公
表
の
方
法
と

し
て
は
、
入
札
結
果
に
つ
い

て
、
直
近
の
広
報
お
し
ら
せ

号
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
表
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
公
表
の
あ
り
方
は
、
他
市

町
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
検
証
し
、
指

名
審
査
会
等
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お　 し　 ら　 せ　 号
⑻

 
集
　
遊
佐
町
広
報
委
員
会
　

　
発
行
　
遊
佐
町
長
　
時

田

博

機

印
刷
　
北

星

印

刷

株

式

会

社

入札結果 8月分
●事務用PC

期間 令和元／8／8～令和元／9／20

契約金額 1,931,040円

契約者 山形サンダー株式会社酒田支店

[その他の入札参加者] NECネッツエスアイ株式会社山形

営業所、株式会社管理システム、株式会社メコム酒田支店

●事務用PC用マイクロソフトオフィスPro30本

期間 令和元／8／8～令和元／9／20

契約金額 1,582,740円

契約者 株式会社管理システム

[その他の入札参加者] NECネッツエスアイ株式会社山

形営業所、株式会社メコム酒田支店、山形サンダー株式

会社酒田支店

●令和元年度菅里地区防火水槽整備工事

期間 令和元／8／28～令和元／12／25

契約金額 7,150,000円

契約者 有限会社石川工業

[その他の入札参加者] 赤塚建設工業株式会社、有限会

社石山工業、有限会社一道建設、金子建業株式会社、有

限会社菅原建設、ヤマ五建設株式会社

●小型動力ポンプ整備事業

期間 令和元／8／28～令和2／3／23

契約金額 3,454,000円

契約者 有限会社本間商会

[その他の入札参加者] 株式会社セフティ両羽、株式会

社三立酒田営業所、株式会社日本海防災

●小型動力ポンプ付軽積載車整備事業

期間 令和元／8／28～令和2／3／23

契約金額 10,693,992円

契約者 有限会社本間商会

[その他の入札参加者] 株式会社セフティ両羽、株式会

社三立酒田営業所、株式会社日本海防災

●まちづくり協議会用パソコン

期間 令和元／8／8～令和元／9／20

契約金額 929,880円

契約者 山形サンダー株式会社酒田支店

[その他の入札参加者] NECネッツエスアイ株式会社山形

営業所、株式会社管理システム、株式会社メコム酒田支店

●町営住宅遊佐団地浴室改修工事

期間 令和元／8／5～令和元／11／22

契約金額 26,620,000円

契約者 庄司建設工業株式会社

[その他の入札参加者] 協栄建設株式会社、株式会社髙

橋工業所

●令和元年度　遊佐町上水道緊急時給水拠点確保等事業　

旧平津配水池撤去工事

期間 令和元／8／9～令和2／1／24

契約金額 44,550,000円

 

務

課

企

画

課

地

域

生

活

課

地

域

生

活

課

教

育

課

契約者 伊藤建設株式会社

[その他の入札参加者] 協栄建設株式会社、株式会社斎

藤工業、庄司建設工業株式会社、株式会社髙橋工業所、

土門建設株式会社

●令和元年度遊佐特定環境保全公共下水道マンホールポン

プ設置工事（その１）

期間 令和元／8／16～令和元／12／10

契約金額 14,800,500円

契約者 環清工業株式会社

[その他の入札参加者] 阿部エンジニアリング株式会社、

三和メイテック株式会社酒田営業所、株式会社テイデイイー

●令和元年度遊佐特定環境保全公共下水道マンホールポン

プ設置工事（その２）

期間 令和元／8／16～令和元／12／10

契約金額 16,720,000円

契約者 敦井産業株式会社酒田営業所

[その他の入札参加者] 東北電機鉄工株式会社、株式会

社メカニック、山形空調株式会社酒田支店

●町道大楯北線舗装補修工事

期間 令和元／8／30～令和元／11／15

契約金額 29,315,000円

契約者 庄司建設工業株式会社

[その他の入札参加者] 有限会社一道建設、伊藤建設株

式会社、協栄建設株式会社、株式会社斎藤工業、株式会

社髙橋工業所、土門建設株式会社、ヤマ五建設株式会社

●令和元年度橋梁長寿命化修繕計画事業（大規模更新）広

畑橋下部工工事

期間 効力発生の日～令和2／3／31

契約金額 59,950,000円

契約者 土門建設株式会社

[その他の入札参加者] 伊藤建設株式会社、協栄建設株

式会社、株式会社斎藤工業、庄司建設工業株式会社、株

式会社髙橋工業所

●遊佐小学校教職員用ノート型パソコン物品購入

期間 令和元／8／8～令和元／9／20

契約金額 1,222,992円

契約者 山形サンダー株式会社酒田支店

[その他の入札参加者] NECネッツエスアイ株式会社山

形営業所、株式会社管理システム、株式会社メコム酒田

支店

●令和元年度遊佐中学校トイレ改修工事

期間 令和元／8／26～令和元／11／29

契約金額 33,000,000円

契約者 土門建設株式会社

[その他の入札参加者] 伊藤建設株式会社、金子建業株式

会社、協栄建設株式会社、株式会社斎藤工業、庄司建設

工業株式会社、有限会社菅原建設、株式会社髙橋工業所

＊契約金額には、消費税が含まれています。
＊辞退等された業者については、記載しておりません。

●補助対象者 県内事業所の事業主（育児・介護
休業法に基づく介護休業制度について、労働協
約または就業規則等に規定している事業主に限
ります。）
●補助対象経費 
①令和元年９月１日以降、介護休業取得者の代替
職員を新たに雇用した際の代替職員の人件費
（賃金、諸手当、社会保険料等事業主負担分）。
②令和元年９月１日以降、介護休業取得者の代替
職員として、労働派遣事業者から派遣労働者を

受け入れた際の派遣料。
●補助金の額、補助金の上限 
　２分の１以内（１事業所当たり月額上限10万円、
最長３か月）※予算の範囲内で先着順
●留意事項 介護休業者が令和２年３月１日㈰ま
でに復職し、その後、30日以上勤務（土、日、祝日、
有給休暇等を含む。）することが必要です。
●交付申請の受付期間 令和２年１月31日㈮まで
● ・  山形県健康福祉部長寿社会政策課
　☎023−630−3120　E-mail：ychoju@pref.yamagata.jp

　県では、企業の皆さまが介護休業取得者の代替職員を新たに雇用する（または派遣労働者を受け入れ

る）際の経費を補助する制度を創設しました。

介護休業取得者の代替従事者を新たに雇用する方へ 〜 介護対応代替職員確保支援費補助金 〜

町民駅利用促進／JRの切符・定期券は 佐駅で購入しましょう。　● ／産業課産業創造係　☎72-4522

齋藤　　武 議員   Ｐ６

●入札情報を分かりやすく公表せよ

髙橋　冠治 議員   Ｐ７

●小学校統合 予算規模を示し計画を

那須　正幸 議員   Ｐ７

●月光川河口域の災害対策は

菅原　和幸 議員   Ｐ８

●遊佐ＰＡＴ計画策定を早期に

赤塚　英一 議員   Ｐ８

●遊佐高等学校の存続 方策と考えは

斎藤弥志夫 議員   Ｐ９

●スポーツ広場を花公園に

（通 告 順）
佐藤　光保 議員   Ｐ９

●ジェンダーの平等を推進せよ

松永　裕美 議員   Ｐ10

●事故防止に有効な「後付け安全装置」を

本間　知広 議員   Ｐ10

●今後の大型事業 財政の具体的な方策は

佐藤俊太郎 議員   Ｐ11

●消防団の処遇は

阿部　満吉 議員   Ｐ11

●河原宿に避難小屋整備を

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

紙面の都合上、掲載できなかった質問は、
議会ホームページの議会録画をご覧下さい。

一般質問とは…町の行政全般にわたって、問題や課題
 を明らかにし、政策の改善や新規の政策の採用を求める
 ために行います。

広報おしらせ号（令和元年₉月15日発行）
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小
学
校
統
合

予
算
規
模
を
示
し
計
画
を

髙
たか
橋
はし
　冠
かん
治
じ

議員

開
校
準
備
委
員
会
の

協
議
に
基
づ
き
計
画

町長

問　

統
合
小
学
校
開
校
に
と

も
な
う
予
算
規
模
に
つ
い
て
、

町
は
詳
細
な
数
字
は
出
し
て

い
な
い
。
開
校
に
あ
た
っ
て

は
５
教
室
足
り
ず
、
そ
の
増

設
工
事
で
も
約
２
億
円
必
要

と
さ
れ
る
。
加
え
て
駐
車
場

用
地
の
買
収
・
給
食
室
等
の

拡
張
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
増

車
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

　

町
立
学
校
適
正
整
備
審
議

会
（
平
成
30
年
３
月
～
31
年

２
月
・
10
回
開
催
）
で
は
開

校
に
と
も
な
う
予
算
は
審
議

さ
れ
ず
、
答
申
が
出
さ
れ
た
。

　

ど
の
よ
う
な
事
業
で
も
計

画
と
予
算
審
議
は
同
時
進
行

で
議
論
し
て
行
く
べ
き
で
あ

り
、
予
算
規
模
を
示
さ
ず
計

画
だ
け
が
先
行
し
て
き
た
の

は
な
ぜ
か
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

全
線
開
通
見
通
し
に
よ
る
遊
佐

P
A
T
計
画
は

町
長　

町
立
学
校
適
正
整
備

審
議
会
で
は
、
1
小
学
校
に

統
合
す
る
時
期
と
そ
の
際
に

配
慮
す
べ
き
付
帯
事
項
で
あ

り
予
算
面
の
審
議
ま
で
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

整
備
方
針
決
定
後
に
担
当
課

で
予
算
面
に
お
け
る
大
枠
の

算
定
を
行
っ
て
い
る
。

　

学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
今
な
お
開
校
準
備
委
員

会
に
お
い
て
協
議
中
で
あ
り
、

大
ま
か
な
金
額
し
か
出
て
い

な
い
が
、
振
興
計
画
に
お
け

る
第
４
期
実
施
計
画
に
基
づ

く
令
和
２
年
度
か
ら
３
カ
年

の
総
額
は
、
３
億
８
７
３
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
す
る
財
源
は
、
義
務
教

育
施
設
整
備
基
金
や
国
庫
補

助
金
、
町
債
等
で
ま
か
な
う

予
定
で
あ
る
。

増設工事予定地（遊佐小学校）

月
光
川
河
口
域
の
災
害
対
策
は

那
な
須
す
　正
まさ
幸
ゆき

議員

強
制
排
水
設
備
を
検
討

町長

問　

月
光
川
河
口
と
旧
漁
協

付
近
の
土
砂
の
堆
積
が
か
な

り
増
え
て
い
る
。
津
波
が
押

し
寄
せ
た
時
、
堆
積
に
よ
り

水
位
が
嵩か
さ

増
し
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
。

　

県
へ
の
堆
積
土
砂
の
浚

※

渫

要
請
と
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
住
民
の
声

が
あ
る
。

　

豪
雨
な
ど
で
川
が
増
水
し

た
時
に
、
吹
浦
都
市
下
水
路

の
水
門
が
閉
鎖
さ
れ
町
内
に

雨
水
が
溜
り
、
道
路
や
建
物

浸
水
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

都
市
下
水
路
に
は
ポ
ン
プ

な
ど
の
強
制
排
水
設
備
は
備

わ
っ
て
い
る
の
か
、
確
認
と

今
後
の
対
応
は
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

観
光
施
設
の
計
画
的
な
管
理
と

運
営
を

町
長　

近
年
の
大
規
模
災
害

の
多
発
に
対
し
国
や
県
・
市

町
村
で
は
、
国
土
強
靭
化
計

画
を
策
定
し
て
お
り
、
町
で

も
着
手
し
て
い
る
。

　

吹
浦
都
市
下
水
路
の
水
門

管
理
は
、
元
町
の
集
落
区
長
・

消
防
団
員
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
る
「
吹
浦
都
市
下
水
路

水
門
操
作
協
力
会
」
に
協
力

を
依
頼
し
対
応
し
て
い
る
。

流
末
は
月
光
川
河
口
と
な
っ

て
い
る
が
、
自
然
流
下
方
式

の
た
め
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
強

制
排
水
設
備
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

　

月
光
川
河
口
の
堆
積
土
砂

に
つ
い
て
は
、
管
理
者
で
あ

る
山
形
県
へ
浚
渫
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

※
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
…
海
底
・

河
床
な
ど
の
土
砂
を
、
水
深
を
深

く
す
る
た
め
に
掘
削
す
る
こ
と

西浜橋下流の堆積土砂
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遊
佐
高
等
学
校
の
存
続

　
　
　
方
策
と
考
え
は

赤
あか
塚
つか
　英
えい
一
いち

議員

新
た
な
支
援
策
で

県
内
外
か
ら
の
入
学
者
を

町長

問　

ま
ち
づ
く
り
の
点
か
ら

見
て
み
る
と
、
町
内
か
ら
高

校
が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
過
疎
化
が
加
速
度
的

に
進
ん
だ
事
例
が
あ
る
。

　

県
教
育
委
員
会
は
高
校
の

再
編
基
準
を
見
直
し
た
こ
と

で
、
遊
佐
高
校
も
３
年
を
め

ど
に
、
学
校
の
魅
力
を
上
げ

る
た
め
の
猶
予
が
で
き
、
募

集
停
止
の
条
件
か
ら
も
外
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

町
外
留
学
者
を
積
極
的
に

募
集
す
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
だ
が
、
近
隣
市
町
か
ら
の

入
学
志
願
者
、
地
元
の
遊
佐

中
学
校
か
ら
の
入
学
者
の
確

保
に
向
け
た
活
動
に
も
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
の
方
策
と
考
え
は
。

町
長　

県
教
育
委
員
会
は
、

学
校
が
所
在
す
る
市
町
等
の

意
向
を
踏
ま
え
、
学
校
関
係

者
お
よ
び
当
該
市
町
等
で
構

成
す
る
（
仮
称
）「
学
校
魅

力
化
に
係
る
地
域
連
携
協
議

会
」
に
お
い
て
、
学
校
の
魅

力
化
、
活
性
化
策
を
検
討
し
、

３
年
間
を
め
ど
に
検
討
・
実

施
を
求
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
遊
佐
高
校
存
続

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が

あ
り
、
県
外
か
ら
の
入
学
者

の
受
け
入
れ
も
引
き
続
き
支

援
を
強
め
て
い
き
た
い
。
特

に
、
居
住
施
設
に
つ
い
て
は

遊
佐
高
校
支
援
の
会
か
ら
も

寄
宿
舎
に
対
す
る
緊
急
要
望

が
あ
り
、
早
急
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら

は
Ｊ
Ｒ
利
用
者
へ
の
定
期
券

購
入
費
の
半
額
助
成
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
よ
り
遠
方
か

ら
の
志
願
者
が
増
加
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

遊佐高校入学式（平成31年度）

遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン

　
　
計
画
策
定
を
早
期
に

菅
すが
原
わら
　和
かず
幸
ゆき

議員

事
業
着
手
に
向
け
て

組
織
体
制
強
化
を
図
る

町長

問　

国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
が
、
日
沿
道
の
開
通

見
通
し
を
公
表
。
本
町
関
連

路
線
は
、
令
和
８
年
度
に
全

線
開
通
の
め
ど
が
付
い
た
。

　

当
初
、
元
年
度
共
用
予
定

で
あ
っ
た
「
遊
佐
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
計
画
」
も
、

目
標
の
時
期
が
見
え
て
き
た
。

　

基
本
計
画
の
予
定
地
は
、

農
地
の
た
め
農
地
法
上
の
手

続
き
や
、
埋
蔵
文
化
財
の
調

査
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

各
省
庁
の
補
助
事
業
導
入

の
調
整
、
地
方
債
を
含
む
財

政
計
画
と
実
施
計
画
を
早
期

に
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

予
定
地
周
辺
の
方
々
を
含

め
た
、
検
討
調
整
の
た
め
の

組
織
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
化
に

と
も
な
う
人
事
行
政
運
営
は

町
長　
「
遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
タ
ウ
ン
計
画
」
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
先
進
事

例
調
査
、
導
入
す
る
機
能
、

適
用
す
る
制
度
、「
儲
か
る

道
の
駅
」
の
検
討
な
ど
、
課

題
整
理
の
勉
強
会
・
調
査
検

討
を
行
っ
て
き
た
。

　

日
沿
道
の
開
通
見
通
し
が

公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
は
具
体
的
か
つ
年
次
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

特
に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
道
の
駅
へ
の
接
続
方
法

は
、
国
・
県
と
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

構
想
当
初
か
ら
掲
げ
て
き

た
地
域
に
豊
か
さ
を
も
た
ら

す
「
遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
タ
ウ
ン
計
画
」
に
す
る
た

め
に
、
事
業
着
手
に
向
け
た

組
織
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

フルインターチェンジが設置予定の丸子地内（国交省資料より）

（仮）遊佐鳥海IC

国道345号

庄内高瀬川
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ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
花
公
園
に

斎
さい
藤
とう
弥
や
志
し
夫
お

議員

既
存
施
設
を

　
魅
力
あ
る
公
園
に
再
整
備

町長

問　

日
沿
道
の
酒
田
み
な

と
・（
仮
）
遊
佐
比
子
５
・
５

㎞
が
令
和
２
年
内
に
開
通
の

見
通
し
と
な
っ
た
。
県
内
に

は
村
山
市
東
沢
バ
ラ
公
園
、

川
西
町
ダ
リ
ア
園
、
長
井
市

あ
や
め
公
園
な
ど
全
国
的
に

有
名
な
植
物
園
・
花
公
園
が

あ
る
が
、
町
に
は
そ
の
よ
う

な
公
園
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
観
光
振
興
を
支
え
る
も
の

で
、（
仮
）
遊
佐
比
子
イ
ン

タ
ー
間
近
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

広
場
１
・
１
ha
を
花
公
園
に

整
備
し
直
す
こ
と
で
、「
う

る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る

町
」
を
演
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入

町
長　

地
域
生
活
課
で
は
、

平
成
25
年
３
月
に
策
定
し
た

都
市
公
園
・
河
川
公
園
再
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
都
市
公

園
５
カ
所
、
河
川
公
園
５
カ

所
を
管
理
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
順
次
遊
具

等
の
再
整
備
を
実
施
し
て
お

り
、
令
和
２
年
度
に
下
野
沢

や
す
ら
ぎ
公
園
の
再
整
備
で

計
画
完
了
と
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
産
業
課
が
管

理
す
る
農
村
公
園
が
５
カ
所
、

健
康
福
祉
課
が
管
理
す
る
児

童
遊
園
地
が
３
カ
所
、
教
育

課
が
管
理
す
る
パ
ノ
ラ
マ

パ
ー
ク
な
ど
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
公
園
も
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
は
な
い
が
、
町
民

の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
、
こ
う
し
た
既
存
の

施
設
を
、
魅
力
あ
る
公
園
と

す
る
再
整
備
を
順
次
図
っ
て

い
き
た
い
。

遊佐町民スポーツ広場（昭和55年₁月竣工）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
推
進
せ
よ

佐
さ
藤
とう
　光
みつ
保
やす

議員

希
望
に
応
じ
た
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
く

町長

問　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
の

国
連
総
会
で
１
９
３
カ
国
の

全
会
一
致
に
よ
り
採
択
さ
れ

た
国
際
目
標
で
あ
る
。

　

紛
争
や
戦
争
、
温
暖
化
、

貧
富
の
格
差
な
ど
17
の
地
球

規
模
の
課
題
の
中
の
５
番
目

「
ジ

※

ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
達

成
し
、
す
べ
て
の
女
性
及
び

女
児
の
能
力
強
化
を
行
う
」

は
、
17
す
べ
て
の
目
標
に

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
」
を

す
え
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
は
あ

ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
す
る
う

え
で
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ

る
。

　

町
で
も
取
り
組
む
意
義
が

あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

町
で
は
、
平
成
27
年

度
に
第
２
次
遊
佐
町
男
女
共

同
参
画
計
画
「
男
女
（
み
ん

な
）
の
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
遊
佐
町
総
合
戦

略
に
お
い
て
も
、
女
性
委
員

の
比
率
を
審
議
会
は
30
％
、

委
員
会
等
は
20
％
と
い
う
目

標
数
値
を
設
定
し
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
に
お
け
る
実

績
は
、
審
議
会
で
29
・
３
％
、

委
員
会
等
で
は
17
・
２
％
と

い
う
数
値
に
な
っ
て
い
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

女
性
が
活
躍
で
き
る
た
め
に
、

希
望
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
対
応
が
、
政
策
や

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
加
促
進
な
ど
、
女
性
が
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
…
生
物
学
的
な
性
別

に
対
し
て
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く

ら
れ
る
性
別
。
世
の
中
の
男
性
と
女

性
の
役
割
の
違
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

性
別
。

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）持続可能な開発目標の略
国連総会で世界の目標として採択

17の大きな目標を掲げている
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今
後
の
大
型
事
業

　
　
　
財
政
の
具
体
的
な
方
策
は

本
ほん
間
ま
　知
とも
広
ひろ

議員

国
県
補
助
金
を最

大
限
に
活
用

町長

問　

平
成
20
年
度
と
30
年
度

の
財
政
状
況
を
比
べ
る
と
町

民
税
を
含
む
地
方
税
の
歳
入

額
、
基
金
等
の
積
立
額
と
も

に
増
額
に
な
っ
て
お
り
、
町

民
一
人
当
た
り
の
負
担
額
は

減
少
し
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
１
月

か
ら
い
よ
い
よ
新
庁
舎
の
建

設
工
事
が
始
ま
り
、
令
和
２

年
度
か
ら
は
会
計
年
度
任
用

雇
用
制
度
の
導
入
に
よ
り
人

件
費
が
増
え
る
予
定
だ
。

　

そ
の
他
に
も
小
学
校
統
合

に
係
る
費
用
や
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
計
画
等
大

き
な
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
財
政
計
画
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
方
策
は
あ
る
の
か
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

新
規
就
農
者
に
対
す
る
情
報
交

換
の
場
を

町
長　

財
政
運
営
は
、
一
定

の
投
資
的
経
費
を
確
保
し
、

町
税
や
基
金
積
み
立
て
な
ど

で
自
主
財
源
の
確
保
・
造
成

を
図
り
な
が
ら
、
比
較
的
安

定
的
な
運
営
に
努
め
て
き
た
。

　

一
方
で
、
一
般
行
政
経
費

な
ど
の
歳
出
抑
制
を
図
る
な

ど
、
歳
入
に
見
合
っ
た
財
政

運
営
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
の
整
備
事
業
を
見
据

え
た
財
源
確
保
対
策
は
、
主

要
な
自
主
財
源
で
あ
る
町
税

収
入
の
安
定
的
確
保
に
努
め

る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
国

の
有
利
起
債
を
含
め
て
国
県

補
助
金
を
最
大
限
活
用
す
る

こ
と
も
肝
要
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
国
の
経
済
対
策

等
の
情
報
を
と
ら
え
事
業
化

を
図
る
な
ど
、
町
の
一
般
財

源
を
極
力
抑
え
る
努
力
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

パーキングエリアタウン建設予定地周辺

事
故
防
止
に
有
効
な

　
　
　「
後
付
け
安
全
装
置
」
を

松
まつ
永
なが
　裕

ゆ
美
み

議員

補
助
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

町長

問　

高
齢
に
な
り
、
い
つ
自

動
車
運
転
免
許
を
返
納
す
べ

き
か
を
多
く
の
町
民
と
そ
の

家
族
が
悩
ん
で
い
る
。

　

当
町
で
は
電
車
や
バ
ス
等

の
交
通
体
制
が
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。

　

高
齢
者
の
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
購
入
等
を
補
助
す

る
国
の「
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」

の
よ
う
に
、
高
齢
者
の
事
故

防
止
に
有
効
と
さ
れ
る
「
後

付
け
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急

発
進
等
抑
制
装
置
」
の
取
り

付
け
に
他
市
町
の
よ
う
な
補

助
を
す
べ
き
で
は
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

遊
佐
方
式
・
町
民
力
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
新
提
案

町
長　

昨
今
、
高
齢
運
転
者

に
よ
る
重
大
交
通
事
故
が
相

次
い
だ
こ
と
か
ら
、
行
政
と

し
て
交
通
事
故
の
防
止
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

町
内
に
お
け
る
現
行
の
各

種
公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

は
、
民
間
バ
ス
の
運
行
が
な

い
中
、
こ
れ
ま
で
も
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
を
中
心
に
、
様
々

な
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
新
た
な
制
度
を
設
け

な
が
ら
、
実
施
し
て
き
た
。

　

踏
み
間
違
い
防
止
装
置
に

つ
い
て
は
、
各
自
動
車
メ
ー

カ
ー
で
の
技
術
の
進
歩
が
目

覚
ま
し
い
分
野
で
も
あ
り
、

今
後
の
県
や
他
市
町
村
の
動

向
も
見
な
が
ら
、
実
施
す
る

場
合
、
ど
う
い
っ
た
補
助
が

事
故
防
止
に
有
効
で
あ
る
か
、

さ
ら
な
る
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

高齢者の運転サポートを

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ
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消
防
団
の
処
遇
は

佐
さ
藤
とう
俊
しゅん
太
た
郎
ろう

議員

待
遇
改
善
を
検
討

町長

問　

消
防
団
員
（
特
別
職
）

の
報
酬
を
変
更
す
る
際
に
は

審
議
会
が
設
置
さ
れ
る
。

　

現
在
、
団
員
の
日
当
は
、

火
災
等
の
出
動
一
回
に
つ
き

１
３
０
０
円
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
参
考
ま
で
に
、
４
時

間
未
満
１
８
０
０
円
。
４
時

間
以
上
３
０
０
０
円
の
例
も

他
町
に
は
あ
る
。

　

平
成
25
年
に
施
行
さ
れ
た

「
消
防
団
支
援
法
」
で
国
・

地
方
公
共
団
体
は
、
消
防
団

員
の
処
遇
改
善
、
装
備
の
改

善
に
つ
い
て
「
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
受
け
た
今
後
の
町
の
消
防

団
に
対
す
る
施
策
は
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

町
立
小
学
校
新
校
開
校
準
備
委

員
会
の
活
動

町
長　

本
町
の
団
員
報
酬
・

手
当
の
額
は
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
酒
田
地
区
広
域
行

政
組
合
消
防
本
部
所
管
内
の

酒
田
市
・
庄
内
町
の
報
酬
・

手
当
の
額
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
消
防
団
幹
部
会
議
等
で

協
議
し
た
上
で
、
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
、
議
会
に
諮は
か

り

改
正
を
行
っ
て
き
た
。

　

平
成
27
年
度
に
審
議
会
に

諮
問
し
た
と
こ
ろ
消
防
団
員

報
酬
に
つ
い
て
は
、
現
状
維

持
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
答

申
を
受
け
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で

は
全
国
的
に
消
防
団
員
減
少

が
進
み
、
本
町
で
も
毎
年
減

少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
消
防
団
員
の
待
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、
財
政
状

況
や
近
隣
市
町
の
状
況
を
考

慮
し
、
手
続
き
を
踏
み
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

消防団員の勇姿

河
原
宿
に
避
難
小
屋
整
備
を

阿
あ
部
べ
　満
みつ
吉
よし

議員

関
係
者
と
協
議
を
進
め

整
備
し
て
い
く

町長

問　

鳥
海
山
南
側
か
ら
登
頂

を
目
指
す
「
滝
の
小
屋
登
山

口
」
を
登
り
約
１
時
間
30
分
、

月
山
森
と
頂
上
へ
向
か
う
分

岐
点
と
な
る
河
原
宿
は
、
登

山
者
に
と
っ
て
は
休
憩
場
所

や
悪
天
候
時
の
避
難
小
屋
に

な
る
ほ
か
、
遭
難
救
助
の

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
も
な
る
。

　

し
か
し
老
朽
化
か
ら
使
え

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

付
近
は
雪
渓
も
多
く
、
濃
霧

で
視
界
が
き
か
な
い
と
コ
ー

ス
を
見
失
い
、
遭
難
事
故
も

多
い
。

　

登
山
者
を
守
る
と
と
も
に
、

山
岳
遭
難
救
助
の
２
次
災
害

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
早
期
の

再
建
を
願
い
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

鳥
海
山
を
守
る
に
は

町
長　

近
年
の
登
山
ブ
ー
ム

に
よ
り
登
山
者
が
増
え
る
と

と
も
に
、
天
候
急
変
に
と
も

な
う
濃
霧
の
発
生
で
視
界
不

良
と
な
り
、
コ
ー
ス
を
見
失

う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
湯
ノ
台
コ
ー
ス
は
登
山

道
が
大
雪
渓
を
横
切
る
た
め

に
、
と
り
わ
け
濃
霧
発
生
の

リ
ス
ク
が
高
く
、
遭
難
・
救

助
事
案
も
毎
年
の
よ
う
に
発

生
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
河

原
宿
へ
の
避
難
小
屋
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
令
和
４
年

度
に
基
本
設
計
費
２
０
０
万

円
を
予
定
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
避
難
小
屋
の

仕
様
は
検
討
に
着
手
し
て
い

な
い
が
、
山
岳
公
衆
ト
イ
レ

が
既
に
設
置
し
て
あ
る
の
で
、

風
雨
を
し
の
げ
る
避
難
小
屋

と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
山
岳
関
係

者
等
と
十
分
協
議
を
重
ね
、

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

河原宿小屋を再建せよ

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ
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岩石採取問題の抜本的解決を目指し　意見書・要望書を提出
　臂曲地区の岩石採石問題は公害等調整委員会と法廷の場で審理が続いているが、抜本的解決のためには、
採石法等の関係する法律を、時代に即して改正する必要もあると考えられる。
　そのため、国の関係機関にあてて意見書を採択し、県の関係部局には要望書を提出した。

国の関係機関への意見書（要旨）

環境保全と調和のとれた岩石採取事業となるよう
採石法等の改正を求める意見書

　平成28年に事業者が新たな岩石採取計画を提出しました。遊佐町では「遊佐町の健全な水循環を
保全するための条例」に基づき、規制対象事業とする行政処分を行い、県はこの処分などをもとに
新たな岩石採取計画を不認可とする処分を出しました。これに対して事業者が不服とし、公害等調
整委員会や仙台高等裁判所で係属中です。この課題の抜本的解決には採石法、森林法等の改正・拡
充が必要不可欠であると考えます。
　例えば、採石法は戦後の復興期に作られたため、とりわけ環境保全に係る規定は脆弱です。また、
森林法は都道府県知事の裁量権が十分に担保されているとは言い難いと考えます。
　現在では開発行為において水循環をはじめとする環境保全に配慮することは当然であり、我が国
全体の問題でもあります。
　ついては時代に即し環境保全と調和のとれた岩石採取事業となるよう、次のように対応されるよ
うに強く要請します。

記
　採石法・森林法等に、健全な水循環の保全等を含む環境保全の視点を明確に取り入れ、時代に即
した改正を行うこと。

①公害等調整委員会で県の不認可処分が認められるように引き続き万全の対応を。
②国に対して採石法等の改正を引き続きはたらきかけること。

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

県の関係部局に要望書を提出（令和２年３月27日）

商工労働部長へ 森
モ

林
リ

ノミクス推進課長へ
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●資料やデータが瞬時に送受信可能に
　　会議資料等の事前送付が可能になること
で、会議等での活発な議論につながる。

　　また、災害時には、現地情報を瞬時に、
議員から執行部へ提供可能になる。

●町民へ議員が説明をする資料として活用
　　町が定める各種計画書や予算書を、タブ
レット端末で説明でき、理解度を高めるこ
とにつながる。

●議会内の事務の効率化
　　電子文書による情報通信により、事務局
の書類作成、文書送付等の効率化を図るこ
とができる。�

●研修会を適時に開催
　　タブレット端末操作には、一定の習熟期
間が必要である。執行部との調整を行うと
ともに、会議システムを含めた研修を適時
に開催する。

●タブレット端末を使用した情報通信の導入時期
　　設備投資面等を考慮し、新庁舎の開庁時
期を目途とする。

●先進事例の調査を参考に継続して調査
　　契約（買取り、リース契約等）方法は、
更新時のことを含め継続して調査を進める。

議会の情報通信活性化に関する調査特別委員会 調査中間報告
　第532回定例会（令和元年９月）で設置された調査特別委員会では、小委員会５回、特別委員会３回
を開催。付託された調査・研究事項について、議長へ中間報告を行った。�

想定される導入の効果 導入時期と費用の見通し

議会内の対応

　

昭
和
45
年
に
「
過

※

疎
地
域
対
策

緊
急
措
置
法
」（
以
下
、「
過
疎
対

策
法
」）
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、

４
次
に
わ
た
り
過
疎
地
域
の
生
活

環
境
の
整
備
や
産
業
の
振
興
な
ど

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

　

現
行
の
「
過
疎
対
策
法
」
は
令

和
３
年
３
月
を
も
っ
て
失
効
す
る

こ
と
か
ら
、
過
疎
地
域
の
多
面

的
・
公
益
的
機
能
を
今
後
も
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
新
た
な
「
過

疎
対
策
法
」
の
制
定
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
、
審
議
の
結
果
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
、
衆
参
両
院
議

長
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
提
出
し

た
。

※
「
過
疎
対
策
法
」
で
は
、
町
道
や
橋

り
ょ
う
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等
の

施
設
建
設
時
、
過
疎
債
を
使
う
こ
と
が

で
き
、
過
疎
債
は
償
還
金
の
内
70
％
が

国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
る

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

　
　
　
　
制
定
を
要
望

意
見
書
を
提
出

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

朝日町での視察（令和元年12月12日）



予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

令和₂年 5月 1日� （14）

補正のポイント

電子黒板を活用した授業
（吹浦小学校）

佐
藤
　
光
保 

委
員

教
育
課
長

電
磁
波
に
よ
る
影
響
は

問　

小
学
校
・
中
学
校
教
育

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業
で
、

高
速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
発
生
す

る
電
磁
波
に
よ
る
児
童
・
生

徒
の
影
響
は
心
配
な
い
の
か
。

答　

子
ど
も
た
ち
が
使
う
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
ま
で
を
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
で
接
続
し
て
い
る
が
、

文
科
省
で
は
今
回
の
整
備
に

菅
原
　
和
幸 

委
員

教
育
課
長

現
在
の
小
学
校
の

　
整
備
も
行
う
の
か

問　

新
学
習
指
導
要
領
の
実

施
に
と
も
な
い
、
国
か
ら
２

分
の
１
補
助
を
受
け
、
小
・

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業
を
計
画

し
て
い
る
。

　

統
合
小
学
校
の
開
校
準
備

を
進
め
て
い
る
中
で
、
整
備

計
画
の
詳
細
は
。

答　

今
回
の
補
正
に
よ
る

Ｇ※　
ギ
　
　
ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

お
け
る
整
備
内
容
に
つ
い
て

は
、
小
中
学
校
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
国
が
行
う
一
斉

学
力
調
査
を
将
来
的
に
は
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
行
う
こ
と

や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
本
格

導
入
に
備
え
て
の
も
の
で
あ

り
、
当
町
で
は
小
学
校
の
統

合
後
を
見
据
え
て
の
整
備
で

あ
る
た
め
、
小
学
校
は
遊
佐

小
の
分
を
計
上
し
て
い
る
。

赤
塚
　
英
一 

委
員

課・係
を
超
え
た
連
携
を

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
減
少

へ
の
対
応
策
と
し
て
返
礼
品

と
な
る
特
産
品
の
開
発
は
必

要
と
思
う
。

　

開
発
に
は
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
養
殖
の
ア
ワ
ビ
な
ど

を
は
じ
め
、
課
・
係
を
超
え

た
連
携
が
必
要
な
の
で
は
。

GIGAスクール構想
小・中学校コンピュータ整備へ

文部科学省のGIGAスクール構想を受け、２年後には学力テストが
オンラインで実施が検討されていることから、タブレットの整
備とともに、校内ネットワークを整備する。

ふるさと納税寄附金
　返礼率の改定で申し込み減	 -3000万円

歳　入
GIGAスクール構想補助金
　2年後には学力テストをオンラインで実施
　国が1/2補助	 2354万円

歳　入

６次産業化補助金
　活性化拠点施設（旧八福神）に入居者
　加工設備導入1/2補助	 150万円

歳　出
小学校コンピュータ整備
　GIGAスクール構想で遊佐小学校に
　ネットワーク整備	 1432万円

歳　出

中学校コンピュータ整備
　GIGAスクール構想で中学校に
　ネットワーク整備	 3276万円

歳　出
水循環保全事業
　岩石採取訴訟、控訴審への準備等
	 652万円

歳　出

よ
る
電
磁
波
の
影
響
に
つ
い

て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　

ス
マ
ホ
の
よ
う
に
人
体
に

密
着
さ
せ
て
使
用
す
る
場
合

と
比
べ
、
通
信
に
使
う
電
波

の
強
さ
か
ら
考
え
て
も
、
そ

れ
ほ
ど
強
い
電
磁
波
が
発
生

し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

令和元年度 補正予算審査特別委員会 ３月４日
委 員 長　齋藤　　武
副委員長　本間　知広

※
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
…
全
国

の
学
校
で
義
務
教
育
を
受
け
る
児
童

生
徒
に
、
一
人
一
台
の
学
習
用
パ
ソ

コ
ン
や
ク
ラ
ウ
ド
活
用
を
前
提
と
し

た
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
を

整
備
す
る
５
年
間
の
計
画
。



予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ
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本
間
　
知
広 

委
員

企
画
課
長

ふ
る
さ
と
納
税

　
寄
附
減
額
の
要
因
は

問　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

額
が
当
初
予
算
よ
り
大
幅
に

減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
要
因
は
何
か
。

答　

先
の
12
月
定
例
会
で
、

年
末
の
寄
附
増
を
見
込
み

２
０
０
０
万
円
の
増
額
補
正

を
し
た
が
、
申
込
状
況
を
精

査
し
今
回
減
額
す
る
こ
と
と

し
た
。
返
礼
割
合
が
３
割
以

内
と
な
っ
た
こ
と
で
、
寄
附

を
検
討
し
て
い
る
方
に
お
得

感
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

の
一
つ
と
思
っ
て
い
る
。

　

４
月
か
ら
楽
天
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
出
店
し

や
す
い
環
境
整
備
を
図
る
べ

く
準
備
を
進
め
て
お
り
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て

那
須
　
正
幸 

委
員

産
業
課
長

24
時
間
対
応
ト
イ
レ
は

　
誰
の
た
め

問　

旧
八
福
神
の
改
修
工
事

費
は
５
０
０
万
円
の
増
額
に

よ
り
４
５
０
０
万
円
を
超
え

る
。

　

今
回
１
階
ト
イ
レ
を
24
時

間
対
応
す
る
た
め
の
工
事
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
周
知

と
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
今
後
の

活
用
対
策
は
。

答　

駐
車
場
の
一
部
は
、
災

害
時
の
非
常
駐
車
帯
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
国
交
省

と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
以

前
か
ら
ト
イ
レ
の
24
時
間
対

応
の
要
望
が
あ
っ
た
。

佐
藤
俊
太
郎 

委
員

総
務
課
長

バ
ス
の
更
新
中
止

　
安
全
面
は
大
丈
夫
か

問　

33
万
km
走
行
し
た
日
赤

バ
ス
の
更
新
予
定
が
取
り
消

さ
れ
て
い
る
。

　

物
品
を
大
事
に
長
く
使
用

す
る
こ
と
は
財
政
上
重
要
だ
。

し
か
し
、
安
全
に
運
行
す
る

面
で
の
問
題
は
無
い
の
か
。

答　

当
初
は
年
数
的
に
買
い

替
え
と
い
う
判
断
を
し
て
予

算
計
上
し
た
が
、
再
度
業
者

と
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
整
備

す
れ
ば
も
う
少
し
乗
れ
る
見

込
み
で
あ
る
と
判
断
し
、

７
２
０
万
円
減
額
し
た
。
整

備
に
か
か
る
費
用
と
、
購
入

し
た
場
合
の
費
用
を
検
討
し

決
定
し
た
が
、
町
民
の
安
全

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
整
備

を
徹
底
す
る
。

企
画
課
長

答　

返
礼
割
合
は
３
割
以
内

と
し
た
国
が
定
め
た
基
準
を

遵
守
し
た
上
で
、
新
た
な
返

礼
品
の
開
発
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

販
路
開
拓
の
一
つ
と
し
て

養
殖
ア
ワ
ビ
を
使
っ
た
返
礼

品
開
発
は
大
き
な
魅
力
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
返
礼
品
が
好
ま
れ
て
い

る
か
と
い
う
調
査
も
重
要
と

思
っ
て
お
り
、
関
係
課
の
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

阿
部
　
満
吉 

委
員

産
業
課
長

特
産
品
開
発
の
支
援
を

問　

６
次
産
業
化
推
進
事
業

の
新
た
な
補
助
金
は
、
旧
八

福
神
を
利
用
し
て
の
加
工
所

に
入
居
す
る
方
だ
け
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

　

今
後
、
特
産
品
を
開
発
す

る
農
業
者
、
事
業
者
全
て
の

町
民
を
対
象
と
す
る
事
業
を

望
む
。

答　

６
次
産
業
化
推
進
事
業

補
助
金
は
２
種
類
で
、
一
つ

は
活
性
化
拠
点
施
設
（
旧
八

福
神
）
内
に
特
産
品
製
造
等

斎
藤
弥
志
夫 

委
員

産
業
課
長

環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
減
額

問　

特
別
栽
培
米
の
堆
肥
施

用
補
助
金
の
減
額
で
あ
る
が
、

ど
ん
な
状
況
か
。

答　

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
を
受
け
て
い
る

の
は
、
遊
佐
町
開
発
米
部
会

を
含
め
４
団
体
で
あ
る
。

　

予
算
編
成
時
で
１
１
６
０

ha
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
実

施
さ
れ
た
の
は
１
０
１
５
ha

と
な
っ
て
い
る
。

日赤バス

地域活性化拠点施設（旧八福神）

　

今
後
も
共
同
加
工
施
設
の

利
便
性
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

周
知
を
行
う
。
空
き
ス
ペ
ー

ス
は
、
農
業
団
体
等
に
よ
る

活
用
を
含
め
、検
討
し
て
い
く
。

寄
附
額
の
増
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
。

の
機
械
設
備
等
を
整
備
す
る

場
合
に
補
助
す
る
も
の
。

　

も
う
一
つ
は
農
林
水
産
物

等
を
活
用
し
、
６
次
産
業
化

に
取
組
む
町
内
の
団
体
又
は

個
人
に
対
し
、
技
術
習
得
や

資
格
取
得
す
る
場
合
等
に
係

る
費
用
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
上
限
額
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
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議案番号 議　案　名 内　　容

議１〜₅号 令和元年度遊佐町一般会計補正予算、国民健康保険・地域集落排水事業・
介護保険・後期高齢者医療特別会計補正予算 P14〜15に審議内容を掲載

議₆〜12号 令和₂年度遊佐町一般会計予算、国民健康保険・公共下水道事業・
地域集落排水事業・介護保険・後期高齢者医療特別会計・水道事業会計予算 P₂〜₅に審議内容を掲載

議1３号 町長等の損害賠償責任の一部を免責する条例の設定 法改正にともない、善意かつ重大な過失がないとき
は、町長以下役職員の損害賠償責任の一部を免責に

議14号 遊佐町中小企業・小規模企業振興条例の設定 中小企業の振興施策を総合的に推進し、地域経済、
地域社会の発展、町民生活の向上を図るもの

議15号 遊佐町水難救護所設置条例を廃止する条例 地方公務員法の改正にともない、水難救護職員の身
分が変更されたため、条例を廃止するもの

議1６号 遊佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

私立幼稚園就園奨励費交付要綱の廃止にともない、
関係規定を整備するもの

議1７号 遊佐町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正 情報通信利用の法改正にともない、デジタルシステ
ムによる情報技術を利用するもの

議1８号 遊佐町行政不服審査法施行条例の一部を改正 情報通信のデジタル化による字句の改正

議1９号 遊佐町印鑑条例の一部を改正 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化を図るもの

議2０号 遊佐町監査委員条例の一部を改正 法改正にともない規定の整備を図るもの

議21号 遊佐町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正 情報通信のデジタル化による関係条項を整備するもの

議22号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正 県人事委員会勧告に準じ、職員の住居手当要件を改
正するもの

議2３号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改
正

会計年度任用職員制度の導入にともない、公務災害
補償について規定するもの

議24号 遊佐町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 ０〜３歳児保育事業所の設備、運営に関する基準を
定めるもの

議25号 遊佐町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例

子ども・子育て支援法により、保育事業の運営に関
する基準を整備するもの

議2６号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正 災害援護資金の償還方法を年賦償還、貸付利率を一
定の利率とし、保証人を不要とするもの

議2７号 遊佐町営住宅条例の一部を改正 町営住宅の退所に際し、原状回復義務等整備するもの

議2８号 遊佐町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正 法改正による条項を整備するもの

議2９号 遊佐町固定資産評価審査委員会委員の選任 固定資産評価審査委員、佐藤克昭氏を再選するもの

議３０号 財産の無償貸付け 金俣地内町有倉庫を、農業振興施設として継続して
JA庄内みどり農協に貸し付けるもの

議３1号 白井・金俣辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更 財政計画の変更により総合整備計画の一部を整備す
るもの

議３2号 酒田市との庄内北部定住自立圏形成協定の変更 酒田市との庄内北部自立圏協定を実情に合わせ変更
するもの

発議₁号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出 P1３に内容を掲載

発議₂号 環境保全と調和のとれた岩石採取事業となるよう採石法等の改正を求める意見書の提出 P12に意見書を掲載

３月定例会の議案内容（令和元年度一般会計補正予算他、33件）

３月臨時会【3月25日】の議案内容（事件案件1件、発議案件1件）
議案番号 議　案　名 内　　容

議３３号 附帯控訴の提起
臀曲地区岩石採取に係る一審判決で町に求められた損失補償を不服とし、
附帯して二審に控訴するもの　P12に関連記事あり

発議₃号 議員派遣 県へ採石法等の改正に関する要望書提出のため　P12に関連記事あり

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ
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　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

 議　　案

本
間
　
知
広

那
須
　
正
幸

佐
藤
俊
太
郎

佐
藤
　
光
保

齋
藤
　
　
武

松
永
　
裕
美

菅
原
　
和
幸

赤
塚
　
英
一

阿
部
　
満
吉

髙
橋
　
冠
治

斎
藤
弥
志
夫

土
門
　
治
明

議決結果
（賛成：反対）

議1号〜₅号 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（10：1）
議6号 一般会計 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（10：1）
議7号

特別
会計　

国民健康保険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議8号 公共下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議9号 地域集落排水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議10号 介護保険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議11号 後期高齢者医療 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議12号 企業会計 水道会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議13号〜議28号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議29号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同　意
議30号〜議32号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
発議1号〜発議₂号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
3月臨時会
議33号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（10：0）
発議3号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（10：0）

3月定例会　採決状況一覧　○賛成　×反対　議長（土門治明）は採決に加わらない

３月定例会の傍聴者数
日　　程 内　　容 男 女 計

₃月₃日（火） 本会議・補正予算上程 2 0 2
₃月₄日（水） 補正予算審査特別委員会・本会議 3 0 3
₃月₅日（木） 本会議・一般質問 6 1 7
₃月₆日（金） 本会議・一般質問・2年度予算上程 3 2 5
₃月12日（木） 予算審査特別委員会 2 0 2
₃月1３日（金） 予算審査特別委員会・本会議 2 0 2

計 18 3 21

 

議
会
運
営
委
員
会

 

視
察
報
告
　
令
和
２
年
２
月
４
日
〜
５
日

■
視
察
先
及
び
目
的

⑴
岩
手
県
大
船
渡
市

　

�

災
害
時
の
議
会
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
及
び
議

員
の
行
動
指
針
に
つ
い
て

■
研
修
内
容

　

岩
手
県
大
船
渡
市
は
、
平

成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚

大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

震
災
後
に
災
害
復
興
対
策

特
別
委
員
会
を
設
置
。
議
会

機
能
強
化
部
会
に
お
い
て
、

議
会
と
し
て
の
災
害
対
応
指

針
の
策
定
を
進
め
た
。

　

発
災
後
す
ぐ
に
会
議
を
設

置
開
催
で
き
な
い
状
況
も
想

定
さ
れ
、
議
員
が
各
地
域
で

情
報
収
集
と
支
援
活
動
を
行

い
、
そ
こ
で
得
た
情
報
や
要

望
を
議
会
で
共
有
し
、
当
局

へ
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

情
報
の
一
本
化
と
行
動
の

同
一
化
を
図
る
こ
と
で
、
迅

速
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。

　

過
去
の
災
害
を
も
と
に
、

災
害
対
策
会
議
の
設
置
を
発

災
１
〜
３
日
後
・
５
〜
10
日

後
な
ど
と
設
定
。
災
害
状
況

を
地
図
に
書
き
込
み
、
情
報

を
一
元
化
し
議
員
は
同
一
行

動
す
る
。

　

他
に
も
、
A
E
D
操
作
な

ど
の
救
命
講
習
、
防
災
気
象

情
報
の
利
活
用
を
目
的
と
し

た
地
方
気
象
台
に
よ
る
講
習
、

防
災
行
政
無
線
の
操
作
訓
練

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

情
報
を
共
有
し
連
絡
を
密

に
し
、
職
員
へ
負
担
を
か
け

な
い
た
め
に
も
、
行
動
指
針

の
作
成
は
重
要
と
考
え
る
。

　

そ
の
指
針
を
も
と
に
定
期

的
に
訓
練
を
行
い
、
問
題
点

の
改
善
と
執
行
部
と
の
連
携

の
取
り
方
を
検
討
す
る
必
要

性
を
感
じ
た
。

■
そ
の
他
視
察
先

⑵
北
日
本
水
産
株
式
会
社

　

あ
わ
び
養
殖
事
業

⑶
秋
田
県
横
手
市

　

�

議
会
に
お
け
る
情
報
通
信

技
術
の
活
用
方
法

災害対応の説明を受ける
（大船渡市議会）

反対討論 令和２年度一般会計予算に反対
佐藤　光保　議員

　新型コロナウイルスの発生で、学校も一斉休校になり登校再開が望ま
れるが、令和２年度に学校給食費の値上げが含まれることは、町民に寄
り添う施策とは言えない。少数意見の表明も議員の努めと考え反対する。

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

（単位：人）

災
害
対
応
指
針作

成
の
経
緯

議
会
の
対
応
指
針
の
特
徴

市
議
会
防
災
訓
練

視
察
を
終
え
て



予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

令和₂年 5月 1日� （18）

　

高
瀬
地
区
は
、
19
の

集
落
が
あ
り
約
６
７
０

世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

高
瀬
の
気
質
は
一
言

で
い
う
と
「
負
け
ず
嫌

い
」
と
「
勤
勉
」
で
す
。

こ
の
気
質
が
古
い
に
し
え

よ
り
多

く
の
偉
人
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。

　

砂
丘
地
に
松
の
植
林

を
し
た
曽
根
原
六
蔵
、

三
方
国
替
え
阻
止
に
奔

走
し
た
佐
藤
藤
助
、
初

代
鉄
道
助
佐
藤
政
養
、

「
田
植
え
型
」
を
発
明

し
た
石
川
治
兵
衛
、「
彦

太
郎
糯
」
を
育
種
し
た

常と
き

田た

彦
吉
等
々
、
枚
挙

に
暇い
と
まが
あ
り
ま
せ
ん
。

高
瀬
の
紹
介

高
瀬
八
景

町
に
望
む
こ
と

議
会
に
望
む
こ
と

�

“
清
流
と
み
ど
り
の
高
瀬
”

の
シ
ン
ボ
ル
は
、
校
歌
で
も

歌
わ
れ
て
い
る
と
お
り

「
東し
の
の
め雲
は
ゆ
る
鳥
海
山
」
と

「
流
れ
も
清
き
高
瀬
川
」
で

す
。
そ
の
姿
は
四
季
折
々
に

装
い
を
変
え
、
私
た
ち
の
心

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
歴
史
的
背
景
等
地
区

住
民
の
思
い
を
込
め
選
ば
れ

た
の
が
「
高
瀬
八
景
」
で
す
。

　

①
剱
龍
神
社
の
大
鳥
居

　

②
下
当
土つ
ち

樋と
よ

の
清
流　

　

③
中
山
桜
堤　

　

④
升
川
河
川
公
園

　

⑤
西
鳥
海
橋
か
ら
見
た

　
　

鳥
海
山
の
四
季

　

⑥
白
鳥
公
園
す
が
さ
と

　

⑦
丸
子
観
音
森
と
鳥
海
山

　

⑧
美
し
き
童わ
ら
べの
里

　

こ
れ
ら
八
景
は
墨
絵
の
会

の
方
々
の
手
に
よ
り
見
事
な

高
瀬
ま
ち
づ
く
り
の
会

墨
絵
と
な
り
、
高
瀬
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
２
階
講
座
室

の
襖
絵
と
し
て
高
瀬
の
宝
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
高
瀬
地
区
で
は

“
美
し
き
童
の
里
高
瀬
の
未

来
”
を
作
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
編
集
会

議
を
経
て
、
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
絵
本
に
し
ま

し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た
り

結
集
し
た
住
民
の
パ
ワ
ー
は

何
物
に
も
代
え
が
た
い
地
区

の
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
に
は
、
丸
子
に

高
速
の
I
C
が
で
き
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ

を
活
か
し
て
、
若
者
が
定
住

で
き
る
よ
う
な
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
自
治
の
確
立

と
活
性
化
の
た
め
、
地
域
活

動
交
付
金
の
見
直
し
等
一
層

の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
遊
佐
弁
は
地
区
に
よ
っ
て
趣

が
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

遊
佐
弁
で
語
る
遊
佐
人
に
会
い

に
行
き
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
６
回
に
わ
た
り

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
訪
ね
て

い
き
ま
す
。

高瀬八景 襖絵

“美しき童の里 高瀬”未来図

高瀬まちづくりの会 スタッフ

 

❶

Yuzajin

シリーズ

　

な
ん
と
い
っ
て
も
議
会
は

言
論
の
府
、
で
き
れ
ば
本
会

議
だ
け
で
は
な
く
各
委
員
会

の
ネ
ッ
ト
配
信
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
へ
の
町
民
の
期
待
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

高
瀬
ま
ち
づ
く
り
の
会

会
長　
　

佐
藤　

源
市�

談

美
し
き 

童わ
ら
べ

の
里



議会
クイズ

104

　　
令
和
２
年
２
月
１
日
第
147
号
の

議
会
ク
イ
ズ
に
は
72
名
の
方
の
応
募

が
あ
り
、71
名
の
方
が
正
解
で
し

た
。

　
抽
選
の
結
果
次
の
10
名
の
方
が

当
選
し
、あ
ぽ
ん
入
浴
券（
３
枚
）

を
、お
届
け
し
ま
す
。

答
え
　
①
Ｂ
　
②
Ａ
　
③
Ｃ

 

（
敬
称
略 

）

伊
　
藤
　
孝
　
勇 （
平
　
津 

）

佐
　
藤
　
　
　
正 （
下
当
下 

）

坪
　
井
　
千
　
穂 （
滝
ノ
浦 

）

髙
　
橋
　
恒
　
子 （
田
地
下 

）

佐
　
藤
　
　
　
喬 （
出
　
戸 

）

池
　
田
　
智
　
也 （
旭
ケ
丘 

）

本
　
間
　
清
　
子 （
六
日
町 

）

仲
　
野
　
　
　
実 （
和
　
田 

）

小
野
寺
　
　
　
俊 （
駅
前
二 

）

池
　
田
　
侑
佳
里 （
境
　
田 
）

問
題

①
令
和
元
年
度
の
町
内
へ
の
移
住
実

績
は
？

Ａ 

３
組
３
人
　

Ｂ 

13
組
31
人
　

Ｃ 

23
組
32
人

②
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交

付
金
を
受
け
た
水
田
面
積
は
？

Ａ 

１
１
６
０
ha

Ｂ 

１
０
１
５
ha

Ｃ 

１
０
０
６
ha

③「
丸
子
観
音
森
と
鳥
海
山
」は
何

に
選
ば
れ
た
風
景
で
し
ょ
う
か
？

Ａ 

高
瀬
五
景

Ｂ 

高
瀬
八
景

Ｃ 

高
瀬
十
景

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ
　
②
Ｂ
　
③
Ｃ
）

そ
れ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、集
落
名

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様
に
あ
ぽ

ん
券（
３
枚
）を
、お
届
け
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報

は
、こ
の
議
会
ク
イ
ズ
以
外
の
目
的

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

☆

　
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の
ほ
か
議

会
へ
の
ご
要
望
、ご
意
見
を
い
た
だ
け

れ
ば
大
歓
迎
で
す
。☆

　
あ
て
先
／
999―

８
３
０
１

　
　
遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
211

　
　
役
場
内
　
議
会
事
務
局

　
　
締
め
切
り
５
月
25
日

発
表
は
次
号
で
す
。

編
集
室
よ
り

新
１
年
生

　
世
界
的
に
猛
威
を
ふ
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
。こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
各
学

校
の
卒
業
式・入
学
式
が
出
席
者
を
縮

小
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た

入
学
式
を
、皆
さ
ん
に
伝
え
た
く
て
、

各
学
校
に
写
真
提
供
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
ね
」と
言
い

合
え
る
日
が
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
後
書
き
と
し
ま
す
。

　
次
の
定
例
会
は

　
６
月
９
日
㈫
か
ら
６
月
12
日
㈮
の

　
予
定
で
す
。

　
　
　
発
　
行
　
人

　
　
　
　
議
　
　
長 

土
門
　
治
明

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
委 

員 

長 

阿
部
　
満
吉

　
　
　
　
副
委
員
長  

那
須
　
正
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

菅
原
　
和
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

齋
藤
　
　
武

　
　
　
　
委
　
　
員 

佐
藤
俊
太
郎

　
　
　
　
委
　
　
員 

本
間
　
知
広

と

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

（19）� 遊佐町議会だより

　

令
和
２
年
２
月
６
日
、
遊

佐
地
区
区
長
会
主
催
で
遊
佐

地
区
に
住
む
議
員
と
の
懇
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
集
落

の
区
長
を
は
じ
め
30
名
の
参

加
が
あ
り
、
地
域
に
密
着
し

た
質
問
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
話
題
と
な
っ
た
の
は

「
避
難
所
と
備
蓄
」
で
、
地
震

や
津
波
、
洪
水
等
災
害
に
よ
っ

て
避
難
所
が
異
な
る
こ
と
や
、

防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
で
行
き

渡
る
の
か
な
ど
、
活
発
な
質

問
が
交
わ
さ
れ
、
こ
の
時
点
で

遊
佐
の
こ
と
を
話
そ
う
よ

遊
佐
地
区 

区
長
会
主
催
の
懇
談
会

は
製
作
中
だ
っ
た
「
防
災
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
」
が
も
う
す
ぐ
み
な

さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
常
任
委
員
会
管

外
視
察
レ
ポ
ー
ト
（
議
会
だ

よ
り
第
147
号
に
記
載
）
を
読

ん
で
視
察
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
遊
佐
町
に
生
か
す
か
の

考
察
が
な
い
と
の
厳
し
い
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
内
部
に
留
め
置
か
ず
、

町
民
と
情
報
共
有
し
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

地区懇談会の報告や、管外視察レポートは
議会事務局前の資料や議会ホームページに
掲載しています。

http://www.town.yuza.yamagata.jp/
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